
20令和元年 9 月

お
知
ら
せ

鳥
取
県
下
水
道
協
会

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

及
び
更
新
講
習
の
実
施
に
つ
い
て

混
合
粗
大
ご
み
の
受
入
れ
を
し
ま
す

　

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
混
合
粗
大
ご

み
の
処
理
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
名
和
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
が
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
事
業
所
の
ご
み
の
持
ち

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
混
合
粗
大
ご
み
と
は

【
燃
え
る
物
と
燃
え
な
い
物
が
一
緒
に
な
っ

て
い
て
、
自
力
で
の
分
別
が
困
難
な
粗
大

ご
み
】

例
）
電
気
毛
布
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
ス

プ
リ
ン
グ
入
り
ソ
フ
ァ
ー
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
チ
ェ
ア
、
オ
ル
ガ
ン
、
木
製
の
台
付

き
ミ
シ
ン
、
ゴ
ル
フ
バ
ッ
グ
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
な
ど

※
ね
じ
等
で
接
合
し
て
あ
り
、
容
易
に
分

解
で
き
る
も
の
は
持
ち
込
み
で
き
ま
せ

ん
。

※
係
員
が
混
合
粗
大
ご
み
で
は
な
い
と
判

断
し
た
場
合
、
受
け
入
れ
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の

で
予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

●
当
日
、
混
合
粗
大
ご
み
以
外
は
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
手
数
料
は
、
持
ち
込
み
場
所
に
お
い
て
、

現
金
で
お
支
払
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
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大
山
支
所
総
合
窓
口
室　
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中
山
支
所
総
合
窓
口
室　
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※
当
日
の
連
絡
先

 

名
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　
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◆日時：9 月 8 日（日）

　　　　午前 /9 時～ 12 時

　　　　午後 /13 時～ 15 時

◆持ち込み場所

　　　　名和クリーンセンター

◆手数料　10 ㎏あたり 205 円

　

鳥
取
県
下
水
道
協
会
は
、
排
水
設
備
工

事
の
設
計
、
施
工
等
の
技
能
を
も
っ
た
責

任
技
術
者
の
資
格
試
験
及
び
更
新
講
習
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
試
験
】

〔
受
験
案
内
配
布
・
申
込
受
付
場
所
〕

県
内
市
町
村
の
下
水
道
担
当
課
（
日
南

町
を
除
く
）

〔
受
付
期
間
〕

９
月
２
日
（
月
）
～
９
月
30
日
（
月
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

〔
受
験
講
習
〕

11
月
２
日
（
土
）

倉
吉
体
育
文
化
会
館　

大
研
修
室

〔
試
験
日
・
場
所
〕

11
月
９
日
（
土
）

鳥
取
県
立
倉
吉
未
来
中
心
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
３

【
更
新
講
習
】

〔
受
講
対
象
者
〕

技
術
者
証
の
有
効
期
間
が
平
成
32
年
３

月
31
日
ま
で
の
方

〔
講
習
案
内
配
布
〕

９
月
中
旬
頃
本
人
に
案
内
、
申
込
書
を

郵
送
し
ま
す
。

〔
申
込
受
付
場
所
〕

県
内
市
町
村
の
下
水
道
担
当
課
（
日
南

町
を
除
く
）

〔
受
付
期
間
〕

10
月
１
日
（
火
）
～
10
月
31
日
（
木
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

〔
実
施
日
・
会
場
〕

11
月
30
日
（
土
）

鳥
取
県
立
倉
吉
体
育
文
化
会
館　

中
研

修
室

◆
問
い
合
わ
せ
先
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９月10日は「下水道の日」
　「下水道の日」は、昭和 36 年、

普及率向上のため「全国下水道促

進デー」として始まりました。

　平成 13 年に、より親しみのあ

る名称として、「下水道の日」に変

更されました。

　日頃より下水道の適正な維持管

理を心掛け、生活環境の保全に努

めましょう。


